
○○○○○○



1802年建築の大
型町家で、熊

本県内でも最も古い建造物のひ
とつと言われる。かつて御船町
の本町通りは、「酒造りのまち」
として栄え、白壁土蔵造りの酒
蔵や商家が立ち並び風情ある場
所として親しまれてきた。昔の
風景が消えていくなか、往時の
面影と記憶を残す建物として、

「街なかギャラリー」は補修と
復元を行い、平成26年４月20
日に生まれ変わった。街中なか
ギャラリー内部は、▼主屋▼北
蔵▼南蔵▼離れ―の４棟に分か
れる。主屋は、個展や文化交流
の場として、北蔵は絵画や写真
の展示、南蔵はミニコンサート
やワークショップなどに利用で
きる多機能施設である。

◉街なかギャラリー

◉問い合わせ　▼街なかギャラリー／役場商工観光推進係☎282-1226◉問い合わせ　▼自治基本条例／役場秘書係☎282-1392

今回、数多くの意見や提案をいただ
きました。参加者からのアイデアは、
優先順位をつけて実行可能なものから
取り組んでいきたいと考えています。
しかし、すべてのアイデアを町だけ

で取り組んでいくことは難しいことも
事実です。そこで、▼町民の皆さんが
取り組めること▼町と一緒に取り組む
こと―を整理して、取り組みやすい
ルールを作っていけたらと思います。
町民と行政が互いに情報を共有し合

い協力することが「御船町みんなでつ
くる町の基本条例」に結びついていく
と思います。

知人に誘われて参加した。
ギャラリーは予想以上にきれ
いで、近代的な建物より好印
象。婚活や食事、コンサート、
竹の水あかりイベントに活用
できたら面白い。大学で建築
を学んでいるので、その知識
を生かして町に貢献したい。

まちづくりの基本は人と人と
のつながりだと思う。ギャラ
リーは和風な建物なので、伝
統工芸品を展示すると面白
い。今回のカフェで、幅広い
年代の人と交流ができた。ま
ちづくり参加への第一歩が踏
み出せたと思う。

深町 小春さん（滝川・28歳）村田 勇太さん（辺田見・18歳）

高橋 寛敦　商工観光推進係長

ア
イ
デ
ア
実
現
へ
の
優
先
順
位

町
民
と
行
政
の
ル
ー
ル
づ
く
り

１_南蔵で開催した
「まちづくりカフェ」
に町内外から参加者
が訪れた　２_「にわ
か劇」を見事に演じ
きった柴田恒美さん
㊧と槌田直仁さん㊨

３_イベントを盛り上げるために
登場した御船町ＰＲキャラクター
「ふねまる」。愛くるしい仕草で会
場の雰囲気を和ませていた

４・５_ギャラリーの活用に意見
とアイデアを出し合う参加者た
ち。20歳代から90歳代までの幅
広い年齢層が熱心に話し合った

６_テーブルごとに意見発表する
参加者。この班では、七五三、成
人式、結婚式、金婚式の節目を飾
るイベント利用の提案が出された

御
船
町
み
ん
な
で
つ
く
る
町

の
基
本
条
例
素
案
検
討
委

員
会
（
中
村
幸
雄
委
員
長
）
は
７

月
28
日
、「
ま
ち
づ
く
り
カ
フ
ェ
」

と
銘
打
っ
た
意
見
交
換
を
街
な
か

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、「
ま
ち
づ
く
り

の
ル
ー
ル
」
と
い
わ
れ
る
自
治
基

本
条
例
の
素
案
づ
く
り
を
目
指
す

同
委
員
会
が
一
般
住
民
の
意
見
を

幅
広
く
取
り
入
れ
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
初
の
試
み
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
カ
フ
ェ
で
は
、
自

治
基
本
条
例
を
参
加
者
に
分
か
り

や
す
く
伝
え
る
た
め
に
、
町
民
の

検
討
委
員
が
脚
本
と
主
演
を
務
め

「
に
わ
か
劇
」
を
上
演
。
ユ
ー
モ

ラ
ス
た
っ
ぷ
り
に
熱
演
し
て
会
場

の
笑
い
を
誘
い
な
が
ら
、
中
村
幸

雄
委
員
長
が
条
例
づ
く
り
の
背
景

や
必
要
性
を
説
明
し
ま
し
た
。

メ
ー
ン
の
意
見
交
換
で
は
、
ま

ち
づ
く
り
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
街

な
か
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
活
用
方
法
」

を
テ
ー
マ
に
、
参
加
し
た
約
50
人

が
各
テ
ー
ブ
ル
で
話
し
合
い
ま
し

た
。
意
見
発
表
で
は
、
▼
ジ
ャ
ズ

コ
ン
サ
ー
ト
▼
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
▼
○
○
名
人
の
知
恵
教

室
▼
竹
灯
ろ
う
祭
り
▼
野
菜
市
・

マ
ル
シ
ェ
▼
合
コ
ン
・
婚
活
パ
ー

テ
ィ
ー
▼
結
婚
式
▼
マ
ー
ケ
ッ

ト
・
蚤
の
市
▼
和
風
カ
フ
ェ
▼
白

壁
の
写
真
展
▼
浜
田
知
明
・
井
手

宣
道
の
作
品
展
―
な
ど
の
利
活
用

方
法
が
提
案
。
常
設
イ
ベ
ン
ト
で

の
固
定
客
の
取
り
込
み
や
季
節
を

絞
っ
た
イ
ベ
ン
ト
開
催
を
望
む
声

が
多
く
挙
が
り
ま
し
た
。

検
討
委
員
会
で
は
、
住
民
や
団

体
、
議
会
と
の
意
見
交
換
を
図
り

な
が
ら
、「
御
船
町
の
ル
ー
ル
」

自
治
基
本
条
例
の
素
案
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。
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南蔵

主屋

◉まちづくりカフェ



松
まつもと

本　幸
こうせい

晟くん　木倉小５年　①

第42回御船があーっぱ祭り学童ポスター
の入賞作品が決定しました。ポスターは町内
の小学５・６年生を対象に、応募総数286点
の中から32人が入賞しました。入賞作品は、
町内３カ所で８月22日金まで展示してあり
ます。

（数字は展示会場）

【優良賞】
本
ほん

田
だ

　拓
たく

史
し

  くん（御船小６年）①
福
ふく

田
だ

　有
あり

紗
さ

  さん（御船小５年）②
半
はん

田
だ

　　誠
まこと

  くん（御船小５年）③
春
はるもと

本　虎
こ

成
なん

  くん（御船小５年）①
吉
よしもと

本賢
けんいちろう

一郎  くん（木倉小６年）②
米
よねむら

村　崇
そ ら

礼  くん（木倉小６年）③
坂
さかもと

本　　優
ゆう

  さん（小坂小５年）①
片
かたおか

岡　泰
たい

雅
が

  くん（小坂小５年）②

【入　選】
増
ますなが

永　　光
ひかり

  くん（御船小６年）③
鶴
つる

野
の

　結
ゆ い

衣  さん（御船小６年）①
藤
ふじ

木
き

　みゆ  さん（御船小６年）②
増
ますなが

永　陽
ひゅうが

向  くん（御船小６年）③
野
の ま

間　旭
あさ

媛
ひ

  さん（御船小６年）①
山
やま

之
の

内
うち

里
り え

絵  さん（御船小５年）②
古
こ が

閑勇
ゆういちろう

一朗  くん（御船小５年）③
永
ながもと

本　康
こう

城
き

  くん（御船小５年）①
柏
かしわぎ

木日
ひ よ り

和理  さん（木倉小６年）②
宮
みやがわ

川妃
ひ な の

奈乃  さん（木倉小５年）③
甲
か い

斐　智
ち

蓮
れん

  さん（木倉小５年）①
吉
よし

田
だ

　拓
たく

未
み

  くん（木倉小５年）②
福
ふくしま

嶋厚
こう

志
し

郎
ろう

  くん（小坂小６年）③
松
まつもと

本　莉
り み

実  さん（小坂小５年）①
髙
たか

田
た

　優
ゆう

希
き

  くん（小坂小５年）②
村
むらかみ

上　奏
かな

人
と

  くん（小坂小５年）③
佐
さ

藤
とう

　由
ゆ な

奈  さん（高木小５年）①
福
ふくしま

嶋　蒔
し

順
より

  さん（高木小５年）②
内
うちやま

山　菜
な

月
つき

  さん（滝尾小６年）③
藤
ふじかわ

川優
ゆ り あ

里歩  さん（滝尾小６年）①
佐
さ

藤
とう

　拓
たく

海
み

  くん（滝尾小５年）②
赤
あかやま

山　恋
れん

乃
の

  さん（七滝中央小６年）③
中
なかがわ

川友
ゆ き み

貴美  さん（七滝中央小６年）①
松
まつなが

永はづき  さん（七滝中央小５年）②

【熊本第一信用金庫御船支店長賞】

【肥後銀行御船支店長賞】

【商工会長賞】

【町議会賞】

宮
みやもと

本　輪
りん

湖
こ

さん　御船小５年　③

前
まえ

田
だ

　梨
り

音
のん

さん　御船小５年　②

野
の

崎
ざき

こころさん　御船小５年　①

松
まつした

下　渚
なぎさ

さん　御船小５年
①

じっちゃん ばっちゃんの無印野菜

熊本市内５店舗で販売されている
じっちゃんばっちゃんの無印野菜

毎月１回開催されている野菜づく
り講習会

収穫したきゅうりを運ぶ鶴野さん

毎
日
の
楽
し
み
は

野
菜
づ
く
り

　
「
毎
日
の
野
菜
づ
く
り
が
楽
し

い
」
と
笑
顔
で
話
す
鶴
野
亘
さ
ん

（
田
代
）。
鶴
野
さ
ん
の
１
日
は
、

朝
の
野
菜
の
収
穫
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
収
穫
し
た
野
菜
は
、
公
民
館

田
代
西
部
分
館
活
動
の
「
じ
っ

ち
ゃ
ん
ば
っ
ち
ゃ
ん
の
無
印
野

菜
」
と
し
て
、
熊
本
市
内
５
店
舗

で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
取

り
組
み
は
「
山
間
地
域
の
人
口
が

減
っ
て
き
て
い
る
な
か
、
な
に
か

地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
取
り
組

み
が
で
き
な
い
か
」
と
、
永
野
宏

明
牧
ノ
原
区
長
と
髙
松
清
介
公
民

館
田
代
西
部
分
館
長
が
発
案
し
、

野
菜
づ
く
り
講
習
会
を
企
画
し
ま

し
た
。
講
習
会
は
、
昨
年
４
月
か

ら
毎
月
１
回
、
古
荘
俊
夫
町
営
農

指
導
員
が
行
っ
て
い
ま
す
。
講
習

を
受
け
て
、
よ
り
お
い
し
く
で
き

た
野
菜
を
余
ら
せ
る
の
は
も
っ
た

い
な
い
と
、
今
年
６
月
か
ら
は
販

売
を
始
め
、
き
ゅ
う
り
や
ピ
ー
マ

ン
な
ど
10
種
類
以
上
の
野
菜
を
販

売
し
て
い
ま
す
。

野
菜
づ
く
り
を生き

が
い
に

「
じ
っ
ち
ゃ
ん
ば
っ
ち
ゃ
ん
の

無
印
野
菜
を
は
じ
め
て
本
当
に
よ

か
っ
た
で
す
」
と
話
す
髙
松
田
代

西
部
分
館
長
。「
じ
っ
ち
ゃ
ん
ば
っ

ち
ゃ
ん
の
無
印
野
菜
」
は
、
公
民

館
田
代
西
部
分
館
の
活
動
で
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
す
。
北
田
代
地
域

の
ほ
と
ん
ど
の
家
庭
が
野
菜
を
つ

く
っ
て
い
る
の
で
、
野
菜
づ
く
り

な
ら
地
域
み
ん
な
で
取
り
組
め
る

と
考
え
ま
し
た
。「
今
は
７
人
が

参
加
し
て
い
ま
す
が
、
も
っ
と
参

加
者
を
増
や
し
、
地
域
の
み
ん
な

で
楽
し
ん
で
取
り
組
み
た
い
で

す
。
そ
し
て
、
野
菜
づ
く
り
は
、

体
を
動
か
す
の
で
運
動
に
も
な

り
、健
康
に
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
は
、野
菜
づ
く
り
を
通
し
て
、

高
齢
化
す
る
山
間
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
が
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
で

す
。
今
で
は
、
毎
日
の
野
菜
づ
く

り
が
生
き
が
い
で
す
」
と
笑
顔
で

話
し
ま
し
た
。

【作品展示会場】

①・役場１階ロビー

②・肥後銀行御船支店

③・熊本第一信用金庫
御船支店
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第42回御船があーっぱ祭り学童ポスター

髙
たかまつ

松　清
せいすけ

介
田代西部分館長

【祭り振興会長賞】



役場ニュース 御船町役場へのご用件は直通電話が便利です

車 種 区 分 現　行 改正後

原動機付
自転車

総排気量50cc以下 1,000円 2,000円

２輪のもので、総排気量50ccを超え90cc以下 1,200円 2,000円

２輪のもので、総排気量90ccを超え125cc以下 1,600円 2,400円

３輪以上のもので総排気量20ccを超え50cc以下 2,500円 3,700円

軽二輪 ２輪のもので、総排気量125ccを超え250cc以下のもの
（側車付のものを含む） 2,400円 3,600円

小型二輪 ２輪の小型自動車で総排気量250ccを超えるもの
（側車付のものを含む） 4,000円 6,000円

小型特殊
自動車

農耕作業用のもの（トラクター、コンバイン等） 1,600円 2,400円

その他のもの 4,700円 5,900円

車 種 区 分 平成27年
３月31日以前取得

平成27年
４月１日以後取得 13年超

軽自動車

３輪のもので総排気量660cc以下のもの 3,100円 3,900円 4,600円

４輪以上のもので
総排気量660cc以下
のもの

乗　用
自家用 7,200円 10,800円 12,900円

営業用 5,500円 6,900円 8,200円

貨物用
自家用 4,000円 5,000円 6,000円

営業用 3,000円 3,800円 4,500円

県では、７月と８月を「愛の血液助け合い運動」期
間として、献血の呼びかけを行っています。夏場は長
期の休みや暑さにより、献血者が減少することが心配
されています。是非ご協力をお願いします。
献血できるのは、17歳（女性は18歳）～69歳の人

で体重50kg以上の人です。
ただし、65歳以上の人は、60～64歳の間に献血さ

れた人に限ります。

【家屋を新築・増築したときは調査を行います】
家屋（車庫や物置など小さい家屋を含む）を新築また

は、増築すると固定資産税が課税されます。
家屋の固定資産税額を算出するためには、実際に家

屋の内外（間取りや屋根、外壁、内装など）を調査する
必要があります。
重要な調査ですので、皆様のご協力をお願いします。

【家屋の取壊しをしたときは届出が必要です】
家屋の全部または、一部を取り壊した場合は、家屋

を管理している家屋台帳を変更する必要がありますの
で、面積の大小にかかわらず「家屋滅失届」を提出して
ください。
なお、固定資産税は１月１日の状況を基準に課税し

ます。１月２日以降に家屋を取り壊した場合でも、そ
の年の固定資産税は課税されます。

【登記は法務局で】
登記の手続きは、法務局での申請になります。家を取

り壊した場合は、滅失登記を法務局で行ってください。

【400ml献血】
期日 受付場所 受付時間

８月26日火
役場１階ロビー 9時30分～12時

ホームワイド御船店
駐車場 13時45分～16時

※献血カードをお持ちの人は持参してください。献血
カードをお持ちでない人は、受付時に本人確認を行
いますので、免許証、保険証などを持参してください。

【未登記家屋の所有権が移転したときも届け出を】
未登記家屋を売買または、相続などをした場合には、

「未登記建物の所有者変更届」を必要書類とともに役場
税務課まで提出してください。
登記のある家屋と未登記の家屋が混在している場合、
提出を忘れられる人が多いため、ご注意ください。

◆必要書類
売買や贈与の場合
①譲渡証明書や売買契約書などの写し
②新・旧の所有者両者の実印を押印した、未登記
建物の所有者変更届
③新・旧の所有者両者の印鑑登録証明
相続の場合
①相続人すべての続柄がわかる戸籍謄本
②相続人全員の同意書
③新所有者の実印を押印した未登記建物の所有者
変更届
④相続人（新所有者）の印鑑登録証明

地方税法改正により、平成27年４月１日から軽自動車税の税額が次のとおり改正されます。

平成27年３月31日までに取得したものは「平成27年３月31日以前取得」、平成27年４月１日以後に新車新
規登録（※）のものは「平成27年４月１日以後取得」、新車新規登録から13年を超えるものは「13年超」とな
ります。
※新車新規登録とは…軽自動車検査協会に初めて登録された車両

町では、町民の知る権利を尊重した町政運営の公開
を図り、町政への積極的な参加を促進するため、情報
公開を推進しています。
情報公開は、町が保有している情報（公文書・図面・
写真・電磁的記録など）の閲覧や写しを請求できる制
度です。
また、個人の権利利益を保護するため、個人情報保
護にも努めています。個人情報保護は、町が保有する
個人情報の開示、訂正や中止を求める権利で、自分の
情報を知りたい場合に開示を求めることができる制度
です。
平成25年度（平成25年４月１日から平成26年３月
31日まで）の、各実施機関への情報公開と個人情報
の開示請求件数を公表します。

◆開示請求
実施機関 情報公開 個人情報
町　長 ３件 ３件
教育委員会 ２件 ０件

選挙管理委員会 ０件 ０件
監査委員 ０件 ０件
農業委員会 ０件 ０件

固定資産評価審査委員会 ０件 ０件
議　会 ０件 ０件

◆決定内容

全部開示 ５件 ０件
部分開示 ０件 １件
不開示 ０件 ０件
不存在 ０件 ２件
存否拒否 ０件 ０件
取り下げ ０件 ０件

◆不服申立

不服申立 ０件 ０件
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愛の血液助け合い運動

軽自動車の税が改正されます

問健康いきいき推進課健康推進係　☎２８２－１６０２

問税務課税務係　☎２８２－１１１４

情報公開の実施状況を公開します

家屋を新築・増築した場合は届出が必要です

問総務課管理係　☎２８２－１１１１

問税務課課税係　☎２８２－１１１４

【原動機付自転車および二輪車など】

【三輪および四輪以上の軽自動車】



AEDを使い訓練を行う消防団員 ４分団３班の操法競技

緊急時に備え夏季訓練
７月13日、町消防団（石坂浩秋団長、390人）の
平成26年度夏季訓練が行われ、副班長以上の団員約
80人が参加しました。訓練では普通救命講習や規律
訓練、災害に関するシミュレーションを実施。団員は
応急処置技能を維持するため、数年に一度、必ず普通
救命講習を受講するよう努めています。講習では上
益城消防署職員による、心肺蘇生法や簡易応急手当、
AEDを使った実施訓練を行い、緊急時の対応を再確
認しました。

上益城郡操法大会
７月６日、嘉島町役場駐車場で平成26年度上益城

郡消防大会が開催されました。今年は２年に１度の小
型ポンプ操法競技が行われ、各町代表11チームが規
律やホースの延長、水出しまでのタイムを競いました。
町代表として、第４分団第３班（七滝）と第９分団第
２班（陣）が出場。優勝は逃しましたが、９分団２班
の志

し

田
だ

磨
きよ

柾
まさ

団員が２番員の優秀選手に選ばれました。
【結果】嘉島町消防団第１分団第２部（１位）

第４分団第３班（４位）
第９分団第２班（９位）

上益城郡民体育祭
７月６日、12日、13日、20日の４日間、第64回上益城郡民体育祭が

開催されました。18競技、23種目で熱戦が繰り広げられ、町の代表として、
14競技、18種目に220人が出場しました。結果は次のとおり
【総　合】
１位・益城町、２位・御船町、３位・甲佐町、４位・山都町、５位・嘉島町
【種目別】
１位（７種目）　野球、卓球、バレーボール女子、バスケットボール男子、

バスケットボール女子、ゲートボール女子、
グラウンドゴルフ男子

２位（５種目）　水泳、ソフトボール男子、ソフトテニス、ゲートボール男子、
グラウンドゴルフ女子

３位（５種目）　陸場競技、バドミントン、バレーボール男子、剣道、弓道
４位（１種目）　空手道
不参加（５種目）　ソフトボール女子、柔道、銃剣道、相撲、サッカー

宮部鼎蔵シンポジウム
７月６日、郷土先哲のひとり「宮部鼎蔵」の没後

150年記念シンポジウムが、町カルチャーセンターで
開催されました。宮部鼎蔵没後150年記念事業実行委
員会（山本孝二会長）主催。午前中は、宮部兄弟顕彰
会（河部二男会長）主催の顕彰供養祭が、鼎春園（上
野）で予定されていましたが、雨天のため七滝中央小
学校体育館での開催となり、地域住民など約100人が
参加しました。午後からカルチャーセンターホールで
開催されたシンポジウムでは、木

き

村
むら

幸
さち

比
ひ

古
こ

霊山歴史館
（京都府）副館長による講演が行われたあと、「明治維
新と宮部兄弟」のテーマで５人のパネラーによる、パ
ネルディスカッションが行われました。会場を埋め尽
くした参加者たちは、宮部鼎蔵、春蔵２人の兄弟が生
きた幕末の時代を感じていました。

１_講演とコーディネーターを務めた霊山歴史館副
館長の木村幸比古さん
（パネルディスカッションのパネラー）
２_吉田松陰顕彰会代表の山本貞寿さん　３_一般
財団法人養生会理事長の小笠原豊さん　４_宮部兄
弟顕彰会副会長の田中外至さん　５_高杉晋作の語
り人の亀田真砂子さん　６_不知火龍馬会代表の野
口修一さん

７_七滝中央小学校６年生８人による寸劇「宮部鼎
蔵さんのこころ」　８_アトラクションで披露され
た古閑迫寅舞保存会と鼓心会社中による「古閑迫寅
舞」　９_雨天のため、七滝中央小学校体育館で行
われた「宮部鼎蔵先生顕彰供養祭」

１_ ６連覇したバスケットボール男子　２_ ５連覇
したバレーボール女子（スパイクを打つ小永由依選
手）　３_バレーボール男子（スパイクを決める野
口拓朗選手）　４_弓道　５_優勝したゲートボール
女子　６_陸上競技男子40歳～49歳砲丸投で１位
の牧鶴満徳選手　７_ソフトテニス　８_剣道　９_
２連覇した軟式野球（逆転ホームランを打つ伊藤一
明選手）　10_ ２連覇の卓球競技（梅本玲二選手）
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ゆう・ゆう内で脳トレを行う参加者

白玉団子のすまし汁、うまくできたかな？ 絵画を眺める来場者

自分の陶器を探す会員たち

ふねまると一緒に電車の旅を楽しむ親子

黒潮市場中村御船店店長（左）と木屋校長（右）

子ども用の消防服を着て敬礼する園児たち

役場玄関前で行われた出発式

ゆう・ゆうで交流
７月25日、町子育てふれあい館内のつどいの広場ゆ
う・ゆうで認知症の家族を介護している人同士の交流
を目的とした「認知症の方を介護する家族のつどい」
が行われました。今回は初の試みとして、ゆう・ゆうに
遊びに来ている子育て世代の家族と一緒に交流を行い
ました。ゆう・ゆうを運営している、子育て談話室の柴
田恒美さんは「家族も高齢になると介護がつらくなっ
てくる。若い世代は核家族が増えている。お互いが触
れ合うことで刺激になり、元気をもらうことができる
と思うので、今後も交流していきたい」と話しました。

レジ袋の預り金を小学校へ
７月11日、株式会社黒潮市場から七滝中央小学校（木屋

秀章校長、82人）へレジ袋の預り金が寄附されました。同
小では毎月、アルミ缶を回収し、回収した益金で全校生徒
に学期ごとに歯ブラシを購入する取り組みを行っていま
す。木屋校長は「児童たちは、捨てればごみ。分ければ資源
ということを、アルミ缶が歯ブラシに代わることを通して
学習している。頂いた寄附は、エコステーションの改修な
ど児童たちにわかるようなことに使用したい」と話しまし
た。黒潮市場は、11年前からマイバッグ運動を推進し、レ
ジ袋の代金を預り金として小学校へ寄附を行っています。

ふねまると一緒に電車に乗ったよ
７月25日、ふねまると一緒にラッピング電車に乗
り、熊本市交通局から熊本駅までを往復する夏休み
特別イベント『ふねまると一緒に恐竜電車でＧＯ！』
が開催されました。イベントには親子19組が参加し、
ふねまると一緒に約１時間の電車の旅を楽しみまし
た。電車内で開催されたクイズ大会では、親子で仲良
く答えを考える姿が見られ、大会で１位になった平川
廉くんは「今日は、初めて恐竜電車に乗った。そして、
ふねまると一緒に電車に乗られて楽しかった。また電
車に乗りたい」と話しました。

社会を明るくする運動
７月23日、町保護司会（明

あき

月
づき

聖
せい

矢
や

会長）が「第64
回社会を明るくする運動」の啓発パレードを行まし
た。同運動は、犯罪や非行の防止、罪を犯した人の更
生への理解、犯罪や非行のない明るい社会を築こうと
する全国的な取り組みです。役場正面玄関前で明月会
長より挨拶が行われたあと、保護司９人が車に乗り町
内を巡回しました。７月８日には、上益城地区保護司
会による御船警察署管内の啓発パレードも行われてい
ます。

手作りの陶器が完成
７月27日、公民館御船分館で御船校区婦人会（竹
田津和子会長、80人）の会員10人が、手作り陶器の
茶碗で抹茶を楽しみました。陶器作りは、４月の総会
時に同校区内にある御船窯で行いました。会員たちは、
自分が作った茶碗や皿などの陶器を見つけると、うれ
しそうに見つめていました。竹田津会長は「会員数が
年々減ってきている。婦人会活動を楽しんでもらおう
と陶器づくりを計画した。今後も会員の親睦を深めな
がら会員を増やしていきたい」と話しました。

みどりの里幼年消防クラブが結成
上益城消防署会議室で７月23日、こども園みどり
の里幼年消防クラブ（北森光代園長、160人）の結成
式が行われました。同クラブは、年長児32人で結成
されています。式では参加した年長児全員で「防火の
誓い」を大きな声で誓いました。式終了後、園児たち
は普段見ることがない、消防車や救急車の中の見学や、
子ども用の消防服を着て楽しんでいました。隊長の山
下大夢くんは「はずかしいけど、練習をがんばって、
大きな声で号令を出したい」と話しました。

みんなで楽しく食を学ぼう
町保健センターで、さわやか会主催の夏休み子ども
クッキング教室が開かれ、小学生23人が参加しまし
た。４回の教室では、食に関するミニ講座のあと、推進
員の指導を受けながら調理実習が行われました。３年
生から毎年教室に参加している、木倉小６年の河地ひ
なりさんと白梅未久さんは「最初は料理を覚えようと
思って参加しました。みんなと仲良くなり、一緒に料
理をするのはとても楽しいです」と話しました。

石橋に思いを馳せて
７月15日から31日まで、御船街なかギャラリーで

石橋油彩画展が開催されました。石で造った橋の魅力
を実写に近い形で再現するため、調査・資料集めに４
年、作画に７年の歳月をかけて入念に描かれた県内
372基の石橋。今回の画展では緑川水系の石橋28点が
展示され、町内外から約400人が画展に訪れました。
作者の粢

ひとぎでん

田一男さんは「来場者に感動してもらえて、
画展を開いてよかった。御船街なかギャラリーの空間
は雰囲気がよく、展示をするのにとてもよい場所。これ
からもみなさんに活用してもらいたい」と話しました。
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鶴野　翔太 さん鶴野　結衣 さん

町内に勤務する先生に、子どもの頃の
思い出を話してもらうコーナーです。

このコーナーでは、皆さんからのお便りをお待ちしています。
どんなことでもかまいません。どしどしお送りください。広報クイズの答えもお忘れなく。

《あて先》 〒861 - 3296 御船町役場「おたより」係　※住所を書かなくても届きます。

《Eメールアドレス》　kanri@town.mifune.lg.jp
※匿名希望の場合は、氏名の横にその旨を明記してください。ペンネームでもかまいません。
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い
ま
し
た
。

今
、
思
う
と
懐
か
し
い
行
事
で
す
が
、
地
域
の

行
事
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
な
、
と
感
じ
ま

す
。
行
事
に
関
わ
る
人
の
お
も
い
に
触
れ
た
り
、

地
域
の
歴
史
に
触
れ
た
り
、
ふ
る
さ
と
を
大
切
に

思
っ
た
り
、
よ
い
経
験
で
し
た
。

子
ど
も
達
に
も
、
地
域
の
行
事
に
ど
ん
ど
ん
参

加
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
御
船
を

好
き
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

道
路
は
広
く
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
が
中
央
分

離
帯
や
歩
行
者
道
路
境
界
等
の
雑
草
が
生
い
茂
る

と
景
観
を
損
ね
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ふ
れ
あ
い

広
場
の
芝
生
の
中
に
も
雑
草
が
多
く
目
立
つ
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
町
全
体
で
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
取
り
組
ん

で
み
て
は
？　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
豊
秋
・
Ｏ
さ
ん
）

た
し
か
に
道
路
や
ふ
れ
あ
い
広
場
に
雑
草
が
目
立
っ
て

き
て
い
ま
す
。

特
に
ふ
れ
あ
い
広
場
は
、
芝
や
樹
木
の
成
長
を
助
け
る

た
め
に
肥
料
を
使
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
雑
草
の
成
長

も
早
い
よ
う
で
す
。
今
後
も
、
景
観
を
損
な
わ
な
い
よ
う

定
期
的
な
草
刈
り
や
清
掃
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
す
で
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
道
路
や
公
園
の
草
刈

り
な
ど
を
さ
れ
て
い
る
団
体
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
輪

を
広
げ
て
い
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。（
都
市
計
画
係
）

私
の
住
ん
で
い
る
近
所
に
猫
が
何
匹
か
以
前
よ
り
い

ま
す
。
野
良
な
の
か
、
飼
い
猫
な
の
か
分
ら
な
い

の
で
す
が
、
子
猫
も
増
え
て
、
玄
関
に
堂
々
と
寝
そ
べ
っ

て
い
た
り
、
庭
は
猫
の
フ
ン
だ
ら
け
で
困
っ
て
い
ま
す
。

う
っ
か
り
玄
関
を
開
け
て
い
る
と
入
っ
て
こ
よ
う
と
し
ま

す
。ど
う
し
ま
し
ょ
う
？　
　
　
　
　
（
辺
田
見
・
Ｆ
さ
ん
）

猫
は
1
年
に
2
〜
3
回
出
産
を
し
、増
え
て
い
き
ま
す
。

野
良
猫
な
ど
に
え
さ
を
与
え
て
し
ま
う
と
、
そ
の
地
域
に

猫
が
居
着
き
、
そ
の
ま
ま
増
え
て
し
ま
い
ま
す
。
飼
い
猫

で
あ
れ
ば
、
役
場
か
ら
も
飼
い
主
へ
お
話
し
に
伺
い
ま
す

が
、
野
良
猫
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
か
ら
猫
用
の
捕
獲
器

を
貸
し
出
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
必
要
の
際
は
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

今
後
も
、
猫
に
つ
い
て
の
注
意
喚
起
を
促
し
て
い
き
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
健
康
推
進
係
）
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まちへの
先生の 青春昔話

みんなの
C o m m u n i t y  M i f u n e

高
木
小
学
校　

平ひ
ら
か
わ川　

聖せ
い
す
け介　

教
諭

（
天
草
市
河
浦
町
出
身
）

地
域
の
行
事
で
ハ
ッ
ス
ル
！

イ
ラ
ス
ト
は

た
て
に
描
い
て
ね

イラスト
コーナー



エリック先生の英会話 最終回

学校・家庭・地域の輪

槌
つち

田
だ

　直
なおひと

仁 さん
（陣・38歳）

連載

和訳例

問題をよく読んで、3つの答えの中から
正しいものを選び、ハガキに書いて送って
ください。正解者の中から抽選で10人に
図書カードをプレゼントします。

甘えん坊で、食いしん坊！
太智スマイルに家族みんな癒
されています♡
（裕樹お父さん　文愛お母さん）

今
いま

野
の

太
たい

智
ち

くん（1歳）
陣（平成25年8月19日）

いつも笑顔で癒してくれます
♡皆に愛される子になるとい
いな♡おめでとう☆
（晋宏お父さん　由梨お母さん）

柿
かきもと

本蒼
あ お い

空くん（1歳）
高木（平成25年8月11日）

いたずら大好き♡
元気いっぱい！

（直樹お父さん　さおりお母さん）

澤
さわむら

村瑞
みず

樹
き

くん（1歳）
木倉（平成25年8月7日）

This is my last column in the Mifune newspaper. 
For 4 years I have enjoyed writing articles about 
American culture and my experiences. It has been 
my pleasure to teach English to the town’s 
children. Many people have helped me, thank you 
very much. I am very grateful. Mifune will always 
be my second hometown. Even though I am going 
back to Montana, I will leave some of heart here.
I treasure everyone in Mifune !

お兄ちゃん達に負けない位や
んちゃなきーちゃん。誕生日
おめでとう♡
（宗一郎お父さん　加菜重お母さん）

米
こめ

田
だ

絆
き

咲
さき

ちゃん（2歳）
高木（平成24年8月3日）

ニコニコ笑顔が大好きだよ。
これからもにぃにとねぇねと
仲良くしてね。
（哲郎お父さん　ひとみお母さん）

堀
ほり

　唯
ゆい

里
り

ちゃん（1歳）
御船（平成25年8月1日）

1歳おめでとう☆マンマ大好
きゆうなちゃん！たくさん食
べて元気いっぱい育ってね♡
（信也お父さん　佳代お母さん）

眞
ま

渕
ぶち

ゆうなちゃん（1歳）
滝川（平成25年8月26日）

小
坂
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
に
な
っ
て
今
年
で
２

年
目
に
な
り
ま
す
。会
長
に
な
っ
て
感
じ
る
こ
と
は
、

保
護
者
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
で
す
。
た

と
え
ば
保
護
者
同
士
で
「
顔
を
知
ら
な
い
」
や
「
話

し
た
こ
と
が
な
い
」
な
ど
と
い
っ
た
こ
と
を
聞
き
ま

す
。
保
護
者
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め

る
こ
と
で
、
学
校
外
で
も
気
軽
に
挨
拶
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
た
ち
を

見
守
っ
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。
私
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

と
し
て
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
よ
り
一
体
と
な
れ

る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
、
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

ま
た
、
自
治
基
本
条
例
策
定
委
員
と
し
て
素
案
作

り
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
提
案
が
条
例
に
な

る
作
業
に
携
わ
れ
る
の
は
い
い
機
会
だ
と
思
い
参
加

し
ま
し
た
。
私
は
、
若
い
人
た
ち
の
意
見
を
取
り
入

れ
な
が
ら
、
子
ど
も
で
も
理
解
で
き
、
子
ど
も
た
ち

の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
な
、
ル
ー
ル
に
な
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

これは私の最後の広報みふねのコラムです。4
年間、アメリカの文化や私の思いについて作文を
書くことを楽しみました。町の子どもたちに英語
を教えることは私の喜びでした。たくさんの人々
が私を助けて下さいました。どうもありがとうご
ざいました。本当に感謝しています。御船町はい
つまでも私の第二の故郷です。モンタナ州へ帰る
けれど、私の心はここに残ります。御船町の皆さ
んは私の宝物です。

75

いつまでも明るい笑顔でまわ
りのみんなを元気にしてくだ
さい。
（直樹お父さん　小代里お母さん）

山
やました

下周
しゅうま

真くん（3歳）
辺田見（平成23年8月12日）

あんよが上手なももちゃん。
かりんお姉ちゃんとずっと仲
良しでいてネ♥'''
（大介お父さん　真理子お母さん）

本
ほん

田
だ

杏
もも

花
か

ちゃん（1歳）
高木（平成25年8月23日）

Q1.勤務を終えてみて、今の感想をお願いします。
日本に来たことは今までの私の人生の中で一番良い経験です。
学校で英語を教えるのがとても楽しかったです。御船町の子ど
もたちと仲良くなれて本当に嬉しかったです。私はたくさんの
新しいことを学びました。

Q2. ４年間で印象に残っている出来事はありますか？
御船町に住んでいる人々が印象に残っています。毎日町民の
皆さんの優しさを感じました。御船町はすてきな場所と思いま
す。その優しさを忘れません。

Q3.アメリカに帰ったら最初に何がしたいですか？
お父さんお母さんと一緒に大きいステーキを食べたいです。

Q4. ４年間で大変だったことは何ですか？
日本の文化を理解することが時々大変でした。

Q5.町内の子どもたちに一言お願いします。
Thank you for playing with me!
私と遊んでくれてありがとうございました。
Please come and stay at my house in 
Montana!
モンタナ州で私の家にホームステイしに来てね！

◉応募方法
ハガキに答え（例、①－Ａ）とあなたの住
所、氏名、年齢を書いて、〒861‒3296御船
町役場「広報クイズ」係まで郵送してくだ
さい。（コメントやイラストもお待ちし
ております）
◉締め切り
平成26年８月29日金　（当日消印有効）

◉７月号の正解
①－Ｃ
◉７月号の当選者
応募総数27通で全問正解者は26通でした。
抽選の結果、次の10人に図書カードを
お送りします。（敬称略）
緒方　翔洸（高　木）／佐藤将太郎（滝　尾）
鶴野　翔太（滝　川）／大鶴恵美子（木　倉）
小川　修一（豊　秋）／本田かつ枝（滝　尾）
齊藤　直子（ 陣 ）／迫口セイ子（高　木）
宮村エツ子（田　代）／水野よし子（高　木）

問①上益城郡民体育祭で優勝したバスケッ
トボール男子。今回の優勝で何連覇に
なるでしょう？
Ａ－４連覇
Ｂ－５連覇
Ｃ－６連覇

（ヒント・９ページ）
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わたしにとっての
日本一広報クイズ広報クイズ

問題

来月号は、9月にお誕生日を迎える満1歳から満3歳までの“みふねのアイドル”を先着10人で募集します。
掲載希望の人は、8月29日金までに役場2階総務課広報窓口で直接お申し込みください。（電話予約は不可）

Farewell
送　別

自治基本策定委員として、まちづくりカフェで
肥後にわかを演じる槌田さん（写真右上）

４
年
間
の
勤
務
を
終
え
、

エ
リ
ッ
ク
・
ロ
ー
ズ
先
生
が

ア
メ
リ
カ
へ
帰
国
し
ま
す
。
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Good Life Information

生活便利帳

▶役場（時間外・休日の直通）
☎282-1111

▶教育委員会
（カルチャーセンター）

☎282-0888
▶スポーツセンター

☎282-4111
▶恐竜博物館

☎282-4051
▶天君ダム

☎284-2057
▶御船町甲佐町衛生施設組合
（ゴミ焼却場）☎282-0688
▶吉無田高原「緑の村」

☎285-2210
▶浄水センター

☎282-7066
▶御船地区衛生施設組合
（し尿処理場）☎282-2970
▶社会福祉協議会

☎282-0785
▶上益城消防署

☎282-1955
▶御船警察署

☎282-1110
▶上益城地域振興局

☎282-2111
▶御船保健所

☎282-0016
▶御船町地域包括支援センター

☎282-2911
▶眺世庵

☎282-0806

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
時
に
腸
管
出
血
性
大

腸
菌
感
染
症
や
ビ
ブ
リ
オ
・
バ
ル
ニ
フ
ィ
カ

ス
に
よ
る
感
染
症
は
、
重
篤
な
症
状
を
引
き

起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
予
防
方
法
な
ど

に
つ
い
て
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
下

さ
い
。

問　

県
御
船
保
健
所

☎
2
8
2
-0
0
1
6

無
料
登
記
相
談
を
行
い
ま
す（
予
約
制
）

熊
本
地
方
法
務
局
で
は
、
土
地
や
建
物
な

ど
の
売
買
・
贈
与
・
相
続
な
ど
の
登
記
に
関

す
る
無
料
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
期
日　

９
月
11
日
木

（
奇
数
月
の
第
２
木
曜
日
）

▼
時
間　

10
時
〜
16
時（
12
時
〜
13
時
は
除
く
）

▼
場
所　

町
役
場
２
階
相
談
室

問
・
予
約
先

熊
本
地
方
法
務
局
不
動
産
登
記
部
門

☎
3
6
4
-2
1
4
5

（
音
声
案
内
で
②
↓
①
↓
②
を
押
し「
御

船
相
談
予
約
」
と
申
し
出
く
だ
さ
い
）

9
月
11
日
は
警
察
相
談
の
日
で
す

全
国
の
警
察
組
織
で
は
、
県
民
か
ら
警
察

に
寄
せ
ら
れ
る
相
談
に
真
摯
か
つ
的
確
に
対

応
す
る
た
め
「
警
察
相
談
の
日
」
を
設
定
し
、

相
談
の
利
用
促
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

▼
県
警
察
相
談
窓
口

▽
振
り
込
め
詐
欺
の
相
談

☎
3
8
1
-2
5
6
7

▽
少
年
に
関
す
る
悩
み
事
な
ど
の
相
談

（
肥
後
っ
子
テ
レ
ホ
ン
）

☎
3
8
4
-4
9
7
6

▽
悪
質
商
法
・
廃
棄
物
に
関
す
る
情
報
・
相
談

（
悪
質
商
法
１
１
０
番
）

☎
3
8
5
-1
1
1
0

▽
性
犯
罪
被
害
者
の
悩
み
・
相
談

（
レ
デ
ィ
ー
ス
１
１
０
番
）

☎
0
1
2
0
-8
3
4
3
-8
1

☎
3
8
4
-1
2
5
4（
携
帯
電
話
の
方
）

▼
警
察
以
外
の
相
談
機
関

▽
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
等
、
消
費
生
活
全
般

に
関
す
る
苦
情
や
問
い
合
わ
せ

☎
3
8
3
-0
9
9
9

知
お

ら
せ

ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
ビ
ジ
タ
ー
養
成
講
座

ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
と
は
、
未
就
学
児
が
い

る
家
庭
に
、
研
修
を
受
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
２
時
間
程
度
、
定
期
的
に
訪
問
す
る
「
家

庭
訪
問
型
の
子
育
て
支
援
」
で
す
。

訪
問
で
は
、
話
を
し
た
り
、
育
児
や
家
事

を
一
緒
に
行
っ
た
り
し
ま
す
。

今
回
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
す
る
、

ホ
ー
ム
ビ
ジ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

町
内
在
住
で
子
育
て
経
験
の
あ
る
方
な
ら

だ
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
一
緒
に
子
育
て

支
援
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
日
程

９
月
３
日
水
・
10
日
水
・
19
日
金
・
24
日
水　

10
月
３
日
金
・
８
日
水
・
17
日
金
・
22
日
水

※
託
児
の
必
要
な
場
合
は
ご
相
談
下
さ
い
。

▼
場
所

　

嘉
島
町
民
会
館

問
・
申
し
込
み
先

ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
み
ふ
ね

☎
0
8
0
-1
7
9
5
-5
8
2
6

（
月
曜
〜
金
曜　

９
時
〜
17
時
）

▽
熊
本
県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
や

離
婚
問
題
、
家
庭
不
和
／
妊
娠
、
出
産
、

不
妊
、
思
春
期
の
性
に
つ
い
て
／
売
春

の
強
要
―
な
ど

☎
3
8
1
-4
4
5
4

（
月
曜
〜
金
曜　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分
）

▽
法
テ
ラ
ス
熊
本

法
的
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
（
無
料
相
談
は

収
入
が
一
定
額
以
下
で
あ
る
こ
と
が
条

件
）

☎
0
5
0
-3
3
8
3
-5
5
2
2

（
月
曜
〜
金
曜　

９
時
〜
17
時
）

緊
急
の
事
件
・
事
故
以
外
の
相
談
に
つ
い

て
は
＃
9
1
1
0
ま
た
は
3
8
3
-9
1
1

0
を
利
用
し
、
緊
急
の
場
合
以
外
は
、
１
１

０
番
通
報
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問　

御
船
警
察
署

　
　

☎
2
8
2
-1
1
1
0 

夏
場
に
流
行
し
や
す
い
感
染
症
に
注
意

気
温
が
ま
す
ま
す
高
く
な
る
こ
れ
か
ら
の

時
期
、
夏
場
に
流
行
す
る
感
染
に
気
を
付
け

▼
応
募
方
法　

は
が
き
・
封
書
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
次
の
事
項
を
記
入
の

上
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

①
川
柳
作
品
（
ひ
と
り
二
句
ま
で
）

②
住
所

③
電
話
番
号

④
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

⑤
年
齢

⑥
性
別

※
川
柳
は
、
未
発
表
で
自
作
の
も
の
に
限
り

ま
す
。

※
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

▼
賞
及
び
記
念
品

最
優
秀
作
品
３
点　

賞
状
お
よ
び
記
念
品

問
・
応
募
先

御
船
町
役
場
総
務
課
総
務
係

〒
8
6
1
-3
2
9
6

上
益
城
郡
御
船
町
大
字
御
船
９
９
５
番
地
１

☎
2
8
2
-1
1
1
1

Ｆ
Ａ
Ｘ　

2
8
2
-2
8
0
3

E
-m
ail　

som
u@
tow
n.m
ifune.lg.jp

「
家
庭
の
日
」推
進
メ
ッ
セ
ー
ジ
作
品
を
募
集

町
教
育
委
員
会
と
町
青
少
年
健
全
育
成
町

民
会
議
で
は
、
温
か
く
明
る
い
家
庭
づ
く
り

を
呼
び
か
け
る
「
家
庭
の
日
」
推
進
メ
ッ

セ
ー
ジ
作
品
を
募
集
中
で
す
。

入
賞
作
品
は
町
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で

展
示
を
行
い
、
入
賞
者
に
は
賞
状
お
よ
び
図

書
券
を
贈
呈
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格　

▽
町
内
に
通
学
し
て
い
る
小
学
校
・
中
学

校
・
高
等
学
校
の
児
童
・
生
徒

▽
町
内
在
住
ま
た
は
町
内
に
勤
務
す
る
人

無
料
法
律
相
談

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
毎
月
第
３
水

曜
日
に
、
困
り
事
や
悩
み
事
の
法
律
相
談
を

無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。
相
談
は
、
弁
護
士

や
人
権
擁
護
委
員
、
行
政
相
談
委
員
が
対
応

し
ま
す
。
相
談
は
予
約
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
先
着
８
人
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

▼
日
時　

８
月
20
日
水　

10
時
〜
14
時

▼
場
所　

町
社
会
福
祉
協
議
会「
ひ
ば
り
荘
」

▼
内
容　

【
民
事
】   

▽
金
銭
の
貸
し
借
り
▽
売
買

▽
交
通
事
故
▽
給
料
▽
土
地

▽
建
物
▽
登
記
―
な
ど

【
家
事
】   

▽
離
婚
▽
養
育
費
▽
成
年
後
見

▽
相
続
▽
遺
産
―
な
ど

問　

町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　

☎
2
8
2
-0
7
8
5

募

集

男
女
共
同
参
画「
川
柳
」を
募
集

「
男
女
共
同
参
画
」
を
題
材
に
し
た
川
柳

を
募
集
し
ま
す
。
普
段
の
生
活
の
中
で
「
男

だ
か
ら
」「
女
だ
か
ら
」
な
ど
と
言
わ
れ
感

じ
る
疑
問
や
、
男
女
が
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
互
い
に
思
い
や
る
心
な
ど
川
柳
で
表

現
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
応
募
作
品
は
10
月
４

日
土
に
嘉
島
町
で
開
催
さ
れ
る
『
男
女
共
同

参
画
を
考
え
よ
う
！
第
３
回
上
益
城
大
会
in

か
し
ま
』
に
て
作
品
を
展
示
し
、
優
秀
作
品

は
表
彰
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間　

９
月
５
日
金
ま
で

「結核は昔の病気」と思っていませんか？

日本の結核患者数は、緩やかに減少してきてはいるもの
の、毎年２万人を超える人が発症しています。罹患率は欧
米先進国に比べるとまだまだ高く、世界の中では依然「中
まん延国」とされています。
発症者の約７割は60歳以上の高齢者ですが、小児、若

年者の発病も起こっています。
結核を知ることが予防への第１歩です。早期発見・早期

治療は本人の重症化を防ぐためだけではなく、大切な家族
や職場への感染の拡大を防ぐためにも重要です。

対象者へ結核検診のお知らせを送ります

今年度も各地区を巡回する結核検診を行います。
◆対象者：65歳以上の人

※今年度の住民検診で肺がん検診を受けた人
（予定）を除く

◆期　間：９月17日水～24日水
◆費　用：無料
◆場　所：対象者へ通知します。

複十字シール募金

複十字シール運動は、結核予防を目的に世界の各国で行
われています。
募金をしていただいた人に複十字シールを差し上げま
す。シールを使うことで、結核予防思想の普及の一翼を担っ
ていただくというものです。
シール募金での公益は、結核の予防教育や早期発見のた
めの活動に使われます。
町でも「健康を守る婦人の会（増田幸子会長）」を中心に、
各組織を通じて募金活動や啓発活動、ボランティア活動に
協力をいただいています。
地域で、この複十字シール運動への参加の呼びかけがあ
りましたらご協力をお願いします。

問健康いきいき推進課健康推進係　☎２８２-１６０２

結核・複十字シール運動

17 16
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者
▽
御
船
町
出
身
者

▼
申
込
期
限　

８
月
31
日
日

問
・
申
込
先　

町
ゴ
ル
フ
協
会
（
本
田
）

　
　
　
　
　
　

☎
2
8
2
-2
7
3
9

防
衛
大
学
校
学
生
・
防
衛
医
科
大
学
校
生
募
集

平
成
26
年
度
防
衛
大
学
校
学
生
お
よ
び
防

衛
医
科
大
学
校
生
を
募
集
し
ま
す
。
詳
し
く

は
、
宇
城
募
集
案
内
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

試験期日
９月27日土

28日日

９月27日土

11月８日土
９日日

11月１日土
２日日

10月18日土

※「航空学生」「一般曹候補生」「自衛官候補生」も受付中です（９月９日火まで）

受付期間

９月５日金
～９日火

９月５日金
～ 30日火

資格
 高卒（見込含）21歳未満
 で学校長が推薦する者

高卒（見込含）21歳未満
（自衛官は23歳未満）

高卒（見込含）21歳未満

募集項目

推　薦

総合選抜

一　般
（前期）

防衛医科大学校医学科学生

防衛医科大学校看護学科学生
（自衛官コース）

防衛大学校学生

問　

宇
城
募
集
案
内
所

　
　

☎
0
9
6
4
-２
３
-2
0
4
7

慰
霊
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業

日
本
遺
族
会
は
、「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
の
参
加
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
先
の
大
戦
で
父
な
ど
を
亡

く
し
た
戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
に
、
戦
没
し

た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
や
住
民
と
友

好
親
善
を
は
か
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
旧
戦

域
は
、
中
国
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ソ
ロ
モ
ン
諸

島
な
ど
の
地
域
で
す
。
旧
戦
域
に
よ
っ
て
、

募
集
人
数
や
申
込
締
め
切
り
日
な
ど
が
違
い

ま
す
の
で
、
詳
し
い
内
容
は
日
本
遺
族
会
事

務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
参
加
費　

９
万
円

▼
申
し
込
み
先　

熊
本
県
遺
族
連
合
会

☎
3
5
2
-6
9
2
5

問　

日
本
遺
族
会
事
務
局

☎
0
3
-3
2
6
1
-5
5
2
1

そ
の
他

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

▼
町
協
会
第
４
回
大
会

（
７
月
16
日
水
／
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
）

①
下
高
野
２
（
木
村
定
徳
・
中
西
勲
・
福
永

伉
・
南
部
治
男
・
田
中
勉
）

②
水
中
会　

③
水
越
Ａ

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

▼
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
第
3
回
大
会

（
7
月
27
日
日
／
吉
無
田
緑
の
村
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

【
赤
コ
ー
ト
】

①
上
田
秀
一
②
杉
田
千
代
子
③
西
田
捷
人

【
青
コ
ー
ト
】

①
杉
村
希
世
代
②
本
田
敏
勝
③
園
田
宏
紀

【
黄
コ
ー
ト
】

①
田
中
信
弥
②
野
田
祥
公
③
上
田
富
士
子

寄

付

善
意
の
輪

▼
社
会
福
祉
協
議
会
へ

【
香
典
返
し
】

　

 

（
ご
芳
名
）　   　
（
住
所
）　
（
故
人
）

阿
部　

功
龍　

様
（
七　

滝
）
信
孝　

様

吉
村　

重
美　

様
（
滝　

尾
）
ツ
イ
子
様

藤
本　

幸
廣　

様
（
木　

倉
）
君
子　

様

椿　
　

文
子　

様
（
上　

野
）
和
矩　

様

本
田　

安
洋　

様
（
豊　

秋
）
ヒ
サ
ヱ
様

伊
藤　

正
己　

様
（
木　

倉
）
マ
ス
子
様

永
戸　

美
臣　

様
（
滝　

川
）
千
里　

様

藤
井　

繁
治　

様
（
滝　

川
）
明
子　

様

宮
本　

敬
士　

様
（
小　

坂
）
敬
子　

様

【
一
般
寄
付
】

山
川　

長
行　

様
（
滝　

川
）

が
あ
ー
っ
ぱ
祭
り

協
賛
・
協
力
企
業
に
つ
い
て

第
42
回
御
船
が
あ
ー
っ
ぱ
祭
り
の
協
賛
・

協
力
企
業
の
追
加
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

●
大
久
保
耳
鼻
咽
喉
科
医
院

●
黒
田
製
茶
工
場

問　

観
光
交
流
推
進
課
商
工
観
光
推
進
係

☎
2
8
2
-1
2
2
6

▼
応
募
内
容
（
作
品
は
１
人
１
点
ま
で
）

▽
絵
画
の
部
（
小
・
中
学
生
対
象
）

八
つ
切
り
画
用
紙
（
38
㎝
×
27
㎝
）

縦
横
自
由

▽
標
語
の
部
字
数
は
15
字
前
後

▽
作
文
の
部　

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙　

４
枚
以
内

▼
応
募
期
限　

10
月
１
日
水

問
・
提
出
先

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

☎
2
8
2
-0
8
8
8

ふ
ら
ば
〜
る
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
参
加
者
募
集

変
形
ボ
ー
ル
を
使
用
し
て
、
ワ
ン
バ
ウ
ン

ド
さ
せ
て
か
ら
レ
シ
ー
ブ
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
「
ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
ふ
ら
ば
〜

る
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
」の
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
職
場
や
仲
間
た
ち
と
楽
し
く
ス

ポ
ー
ツ
で
汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　

９
月
23
日
火　

９
時
〜

▼
会
場　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ア
リ
ー
ナ

▼
参
加
資
格　

１
チ
ー
ム
５
人
以
上

（
小
学
４
年
生
以
上
）

▼
参
加
料　

１
人　

２
０
０
円（
保
険
料
込
）

▼
申
込
期
限　

９
月
10
日
水

問
・
申
込　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

☎
2
8
2
-4
1
1
1

町
民
ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者
募
集

町
ゴ
ル
フ
協
会
（
本
田
進
会
長
）
主
催
の

町
民
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　

９
月
11
日
木

▼
会
場　

チ
サ
ン
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

▼
参
加
資
格　

▽
町
内
居
住
者
▽
町
内
勤
務

※敷金：66,000円（家賃２か月分）
※他に介護保険（在宅サービス）をご利用の方は１割相当必要です。
※お食事を頼まれる方は、1,350円／日
※夏期（６月～９月）冬期（11月～２月）光熱費3,000円加算されます。
経営主体：有限会社ホンダ介護サービスセンター
関連事業所：ホンダ介護サービスセンター居宅介護支援事業所

デイサービスセンター柊（ひいらぎ）　通所介護事業
所　在　地：熊本県上益城郡御船町御船８２０（九州電力跡）

お問合せ／担当：本多　☎096-282-2781

住宅型有料老人ホーム
個室入居料

家賃 管理費 光熱費 合計

33,000円 26,000円 6,000円 65,000円

各居室にトイレが設置されてお
り、手すり等の取り付けも可能。

四季折々の野菜を栽培し、皆様
の食事に提供されます。

❶回目▶ 月 日火
宣言１「健康いきいき御船町」

❷回目▶ 月 日金▶ 月 日火
宣言２「地域のことは地域で決める御船町」

❸回目▶ 月 日火
宣言３「地域ブランドの確立と地域ビジネスで

経済的に豊かになる御船町」

❹回目▶ 月 日木
宣言４「みんなで育む、笑顔と自然が響きあう

ロハス（健康・環境）なまち御船町」

❺回目▶ 月 日木
宣言５「我がまちの子どもたちを

みんなで育む御船町」

◉時間　18時30分開場　19時開会
◉場所　役場３階大会議室
◉対象　誰でも参加自由です。参加希望の宣言を
　　　　電話でお申し込みください。
◉申し込み・問い合わせ

役場総務課秘書係　☎282－1392

終了

延期

第42回みふねがあーっぱ祭り
納涼花火大会は８月22日金に
延期されました。
当日は、20時から打ち上げます。
※当日は、交通規制が行われますが、
詳しくは回覧でご確認ください。

19 18

日日火火

町
長
が
町
民
と
交
わ
し
た

５
つ
の
宣
言

い
よ
い
よ
採
点
へ
―
。

マニフェスト意見交換会
延 期
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